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Samakhom phaasaa lae nangsuu haeng
prathetthaiは国際 PEN クラブの タイ国支部で
あるうえに,1958年に設立されて以来,タイ語 ･タ
イ文学に関して出版 ･会合等をはじめとして色々な
























ながら説明する｡ 最 後 に最 も詳細な方法として
Thompsonによる MotiflndexofFolkLitera-
tureを説明し,その indexの一部を例としてあげ
ている.さらに実際に 丘eldで取材する場合の技術
的方法を簡単にではあるがつけ加えていて,よくま
とまったものとなっている｡しかし,本書に集めら
れた folktaleの分類に用いられている方法は,
index方法ではなくて, 形 (form)による分類で
ある｡これは本書に集められた folktaleが合計38
というあまり大きくない数を考えれば,もっともな
ことかもしれない｡ 本書は folkloreそのもの,あ
るいはその方法論を論じた研究書ではなく,各地で
集めたものを一定の基準にもとづいて分類整理して
提出した資料集と見るべきものである｡
タイの folktaleを集めた本は今までにもかなり
出ているが,主として地域別に収集したもので,内
容的に見ると地名伝説から仏教本生薄に由来するも
のに至るまで雑然と1冊にまとめただけで,これと
いった明確な基準にしたがって分類整理したものは
本書が はじめてではなかろうか｡ タイ国における
folklore-folktaleも地域によってはやがて間もな
く消え去ろうとしているものもたくさんあるにちが
いないが,また一方こういったものはいくら集めて
もつきることのないものであるから,本書によって
示されたような一定の方法で収集,分類,整理され
記録されてゆくことが望まれる｡この意味で,本書
はその量はあまり多 くないが,一つの手本,あるい
は出発点となるものではなかろうか｡
(桂満希郎)
-220-
